












序 章 ｢文明｣ のビフォー／アフター
第 1章 市場経済と資本主義経済








第 7 章 ｢文明｣ を超える― ｢文明原理｣
と ｢反文明原理｣ ―
第 8章 縄文時代の未来的可能性





















序 章 ｢文明｣ のビフォー／アフター
第 1章 万人起業家社会論成立前史
第 2章 資本主義経済と市場経済




第 6章 先史時代― ｢自由・平等・友愛｣
を実現していた社会―
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人の役割が固定化 (あるいは世襲) され､ 不
可侵の位階的権力機構が整備された 『特殊集


























起し､ ｢いちば｣ の思想と ｢しじょう｣ の思
想を区別する｡
小野は ｢いちば｣ の思想において､ ｢人類
史のすべての段階において 『交換』 行為とそ
の 『場』 が存在したのであって､ 『交換の場』
のあり方の違いこそが､ 人類の歴史を区分す






小野の ｢いちば｣ 論で､ 重要視されたのは
｢いちば交換｣ の成立の必要条件であり､ 具
体的には ｢相求性｣ ―小野の造語―､ ｢相互
信頼｣､ ｢所有の相互承認｣､ ｢対等性｣ という
条件が ｢自由・平等・友愛｣ と ｢不等原理｣
という二つの原理を成立させていたと説くの










































































































のつきすぎた ｢神｣ ではなく ｢カミ｣､ ｢物｣































行人 『原理―NUM』 (正しくは 『NAM 原
理』) についての小野の書評 ｢資本主義は




『市場』 とは､ 元来､ 個人の自由な取引が禁
止されていた時代に､ 権力によって例外的に
承認された特別の日であって､ 誰でも参加で






















は小野の ｢文明観｣､ ｢組織観｣､ ｢自然観｣ や
｢内部観察論｣ などにあるのかもしれないが､
わたしにはそこまで踏む込める素養などはあ
るはずもない｡
いずれにせよ､ 小野の ｢万人起業家社会論｣
とは米国のレーガン政権以降に頻繁に浮上し
た ｢起業家経済論｣ とは大きく異なることを
確認しつつ､ この隔たりの元と先にあるわた
したちの社会のあるべき姿を探っていくこと
が､ わたしたちが小野から引き継ぐことがで
きるささやかであり､ かつ大きな課題である｡
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